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●10月1日の人口／総人口49,925（-2）

男24,070（-4）女 25,855（+2）

世帯数 22,524（+13）（　）内は前月比

シ
リ
ー
ズ 市民 日 本 画 を は じ め 多 方 面 で 活 躍

画 家 　 井 上 　 文 太 さ ん



2平成 23年11月1日

お 知 ら せ
　

11
月
５
日
は
「
津
波
防
災
の

日
」
で
す
。

　

こ
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
を

受
け
て
、６
月
に
成
立
し
た
「
津

波
対
策
推
進
法
」
で
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

11
月
５
日
は
、
嘉
永
７

（
１
８
５
４
）
年
に
安
政
南
海
地

震
津
波
が
和
歌
山
県
を
襲
っ
た

際
に
、
収
穫
し
た
ば
か
り
の
稲

　

11
月
25
日
は
「
女
性
に
対
す

る
暴
力
撤
廃
国
際
日
」
で
す
。

こ
の
日
に
ち
な
ん
で
、
毎
年
、

11
月
12
日
か
ら
11
月
25
日
ま
で

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、

常
持
出
品
な
ど
津
波
へ
の
備
え

を
再
確
認
す
る
ほ
か
、
町
内
会

や
自
主
防
災
会
な
ど
の
地
域
活

動
に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

問
合
せ
／
社
会
安
全
課
（
☎

22
―
３
４
４
２
）

　

平
成
16
年
度
か
ら
児
童
虐
待

防
止
法
が
施
行
さ
れ
、
11
月
を

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

と
位
置
付
け
、
児
童
虐
待
問
題

に
対
す
る
社
会
的
関
心
の
喚
起

を
図
る
た
め
、
集
中
的
に
啓
発

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
と
は
、
保
護
者
や

同
居
人
が
子
ど
も
の
体
や
心
を

傷
つ
け
る
行
為
を
い
い
ま
す
。

殴
る
、
け
る
な
ど
の
身
体
的
虐

待
や
性
的
虐
待
だ
け
で
な
く
、

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与

え
な
い
な
ど
の
行
為
（
ネ
グ
レ

ク
ト
）
や
、
言
葉
に
よ
る
脅
し

な
ど
心
理
的
虐
待
も
含
み
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
虐
待
を
受
け

た
経
験
は
、
子
ど
も
の
成
長
に

大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　

虐
待
に
関
す
る
相
談
件
数
は

依
然
と
し
て
増
加
し
て
お
り
、

特
に
子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ
れ

る
な
ど
の
重
大
な
事
件
も
後
を

絶
た
な
い
状
況
で
す
。
千
葉
県

は
児
童
虐
待
対
応
件
数
が
全
国

第
５
位
で
す
。

　

周
囲
の
人
が
お
か
し
い
と

思
っ
て
い
な
が
ら
も
、
第
一
歩

を
踏
み
出
せ
ず
重
大
な
結
果
に

な
る
場
合
や
、
し
つ
け
と
言
っ

て
子
ど
も
に
危
害
や
苦
痛
を
与

え
る
場
合
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

虐
待
は
発
生
の
予
防
、
早
期

発
見
、
早
期
対
応
が
大
切
で
す
。

子
育
て
は
、
と
て
も
大
変
で
ス

ト
レ
ス
が
た
ま
り
や
す
い
も
の

で
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
身
近

な
人
あ
る
い
は
公
的
機
関
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
隣
近

所
で
も
「
お
か
し
い
」
と
感
じ

た
ら
、
迷
わ
ず
連
絡
を
し
て
く

だ
さ
い
。
相
談
、
通
告
は
住
民

の
義
務
で
す
。

　

相
談
／
君
津
児
童
相
談

所
（
☎

０
４
３
９
―

55
―

３

１

０

０
）、

館

山

市

家

庭
児
童
相
談
室
（
☎

22
―

３
４
９
６
）、
安
房
保
健
所
（
☎

22
―
４
５
１
１
）、
館
山
警
察

署
（
☎
23
―
０
１
１
０
）

　

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
（
☎
22

―
３
４
９
６
）

守
る
の
は

気
づ
い
た
あ
な
た
の 

そ
の
勇
気

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

山には目立つ服装で11月15日から
狩 猟 期 間

　11 月 15 日（火）から 2 月 15 日（水）までは狩猟期間です。
銃猟ができる時間は、日の出から日の入りまでです。
　市内では、神戸地区の鳥獣保護区のほか公道、公園、境内、
墓地では狩猟が禁止されています。
　ハイキングやきのこ採りなどで山に入る場合は、ハンターが
認識しやすいように目立つ服装を着用してください。
　問合せ／農水産課（☎ 22 － 3397）

11
月
５
日
は
「
津
波
防
災
の
日
」

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
な
い
社
会
づ
く
り
を

国民健康保険税第5期、介護保険料第5期、後期高齢者医療保険料第5期の納期限は
11 月 30 日（水）です。問合せ／納税課（☎ 22 － 3257）

に
火
を
つ
け
、
暗
闇
の
中
で
逃

げ
遅
れ
て
い
た
人
た
ち
を
高
台

に
避
難
さ
せ
て
救
っ
た
「
稲
む

ら
の
火
」
の
故
事
に
ち
な
ん
だ

日
で
す
。

　

津
波
な
ど
の
大
規
模
な
自
然

災
害
か
ら
身
を
守
る
に
は
、
自

分
自
身
の
備
え
の
ほ
か
、
地
域

で
の
助
け
あ
い
が
必
要
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
避
難
場
所
や
非

性
犯
罪
、
売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
に
対
す

る
暴
力
は
女
性
の
人
権
を
著
し

く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
決

し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
運
動
期
間
を
き
っ
か
け

に
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
つ

い
て
考
え
、
暴
力
の
な
い
社
会

づ
く
り
を
す
す
め
る
よ
う
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　

問
合
せ
／
企
画
課
（
☎
22
―

３
１
４
７
）



3 だん暖たてやま

■
誰
も
が
加
入
、
国
民
年
金

　

加
入
者
は
職
業
な
ど
に
よ
っ

て
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入
手
続

き
が
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
会

社
を
退
職
し
た
と
き
や
、
配
偶

者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き
な

ど
、
年
金
の
資
格
が
変
更
に
な

る
と
き
に
も
手
続
き
が
必
要
で

す
。

《
第
１
号
被
保
険
者
》
自
営
業

者
、
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
無

職
の
人
な
ど
で
、
加
入
手
続
き

は
市
民
課
の
窓
口
で
行
い
ま

す
。

《
第
２
号
被
保
険
者
》
会
社
員

や
公
務
員
な
ど
、
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人

で
、
加
入
手
続
き
は
勤
務
先
が

行
い
ま
す
。

《
第
３
号
被
保
険
者
》
第
２
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
の
人
で
、
加
入
手
続
き

は
第
２
号
被
保
険
者
の
勤
務
先

を
経
由
し
て
行
い
ま
す
。

■
保
険
料
の
納
付
を
忘
れ
ず
に

　

平
成
23
年
度
の
国
民
年
金
の

保
険
料
は
、
月
額
１
万
５
千
20

円
。
保
険
料
は
、
金
融
機
関
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど

の
窓
口
や
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ

ン
グ
で
納
め
る
方
法
、
口
座
振

替
に
よ
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

口
座
振
替
は
、
毎
月
納
付
の
場

合
も
当
月
末
振
替
に
よ
る
割
引

が
あ
り
ま
す
。

■
原
則
25
年
必
要
で
す

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る

に
は
、
①
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
た
期
間
、
②
保
険
料
の
免

除
期
間
、
③
学
生
納
付
特
例
や

若
年
者
納
付
猶
予
を
受
け
た
期

間
、
④
第
３
号
被
保
険
者
の
期

間
、
⑤
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

の
加
入
期
間
、
⑥
合
算
対
象
期

間
（
任
意
加
入
で
き
る
期
間
に

任
意
加
入
し
な
か
っ
た
期
間
な

ど
）
の
合
計
が
、
原
則
25
年
以

上
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

納
め
た
年
数
が
25
年
に
達
し

て
い
な
く
て
も
、
合
算
対
象
期

間
を
含
め
て
25
年
あ
れ
ば
、
年

金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

み
ん
な
で
支
え
る　

『
国
民
年
金
』

　国民年金保険料は、納付した全額
が所得税、市・県民税の社会保険料
控除の対象になります。
　国民年金保険料を社会保険料控除
として申告する場合は、今年 1 年間
に納付（見込みを含む）した国民年
金保険料を証明する書類の添付が必
要です。
　日本年金機構では、毎年 11 月上
旬に「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」（はがき）を送付します。
年末調整または確定申告の手続きの
際は、この証明書や領収書が必要で
す。申告を行うまで大切に保管して
ください。
　問合せ／控除証明書専用ダイヤル

（☎ 0570 － 070 － 117）
※平成 23年 11月 1日から平成 24年
3月15日までの平日 8:30～17:15）

「社会保険料控除証明書」が必要
年末調整や確定申告には

　老齢や退職を支給事由とする年
金は所得税の課税対象になります。

（障害年金や遺族年金は課税されま
せん )
　課税対象になる受給者には、毎年
11 月上旬に日本年金機構から「扶
養親族等申告書」が送付されますの
で、期限までに必ず提出してくださ
い。
　この申告により、翌年中の年金に
かかる所得税源泉徴収税額が決まり
ます。提出を忘れると各種控除が受
けられず、源泉徴収税額が多くなる
場合がありますので注意してくださ
い。
　問合せ／ねんきんダイヤル（☎

0570 － 05 － 1165）

年金受給者の皆さんへ

▼平成24年分「扶養親族等
申告書」が送付される人

年金額

１０８万円以上

１５８万円以上

年齢

６５歳未満

６５歳以上

「扶養親族等申告書」は期限までに

　

日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
は
、
老
後
の
生
活
保
障
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
、
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

の
「
障
害
基
礎
年
金
」
や
、
亡
く
な
っ
た
と
き
の
「
遺
族
基
礎
年
金
」
な
ど
の
保
障
も
あ
り
ま
す
。

　

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
で
す
。
国
民
年
金
制
度
の
趣
旨
や
し
く
み
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
広

報
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

問
合
せ
／
保
険
給
付
課
（
☎
22
―
３
４
１
８
）
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お 知 ら せ

　今年 30 回目を迎えた「南総里見まつり」が 10 月1日と 2 日、2 日間にわたって盛大に開催されました。

　1日目、館山駅西口で行われた出陣式では、南総みよし烈華隊による「よさこいソーラン」や「安房八

幡太鼓」の演奏が披露されました。里見水軍武者行列では、一般公募から選ばれた「伏姫」や「八犬士」

などが、武者とともに夕映え通りから鏡ヶ浦通りへと練り歩きました。途中、武者が立ち回りをするなどし

て観客の目を楽しませました。付近には過去最多の 33 基のみこしや山車などが集結し、威勢の良い担

ぎ手や祭囃子で会場は大変盛り上がりました。北条海岸では、戦国時代さながらの合戦絵巻が繰り広

げられ、会場からは大きな歓声と拍手が沸き起こりました。夜には、記念花火が館山の夜空を彩りました。

　2 日目は、城山公園で宮城＆房総Ｂ級グルメまつりと郷土芸能祭が開催され、多くの人で賑わいました。

地元からの出品のほか、震災からの復興を目指し、館山商工会議所青年部の招きで気仙沼をはじめ宮

城県各地から集まったＢ級グルメはいずれも大人気。ブースの前には長い行列ができました。

勇壮に 戦国合戦絵巻勇壮に 戦国合戦絵巻

里見氏と北条氏の戦い 八犬士が勢ぞろい

エイエイオー！いざ、出陣！ 伏姫と侍女たち

賑やかなブラスバンド里見少年隊も勇ましくわれら女武者隊

Ｂ級グルメには長蛇の列 みこしや山車などが集結 夜空を彩る打ち上げ花火

大ゝ坊に扮するエン

タメ大使の武蔵さん

ダッペエも
変身だっぺ！

ＳＣ・館山
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県
で
は
、
11
月
の
１
か
月
間
、

地
域
の
農
林
水
産
物
を
よ
り
多

く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
「
ち
ば
の
直
売
所
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

フ
ェ
ア
に
は
、
市
内
12
か
所

の
直
売
所
を
は
じ
め
、
県
内
140

か
所
の
直
売
所
が
参
加
。
期
間

中
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
よ
る

抽
選
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
直
売
所
独

自
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し

　

市
で
は
、
地
元
た
て
や
ま
で

と
れ
た
〝
新
鮮
・
安
心
・
安
全
〟

な
農
水
産
物
を
積
極
的
に
使
用

し
て
い
る
お
店
を
『
館
山
市
地

産
地
消
推
進
店
』（
お
い
し
い

た
て
や
ま
推
進
店
）
と
し
て
登

録
し
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
す
。
登
録
さ
れ
て

い
る
お
店
で
、
た
て
や
ま
の
旬

を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。
詳
細

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。

■
地
産
地
消
推
進
店
に

　
　

 
登
録
し
ま
せ
ん
か

　

地
産
地
消
を
積
極
的
に
推
進

し
、
一
定
の
基
準
を
満
た
す
お

店
を
『
館
山
市
地
産
地
消
推
進

店
』
と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

登
録
さ
れ
た
お
店
に
は
、
の
ぼ

り
旗
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
交
付

し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
で
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　

募
集
期
間
／
11
月
30
日
（
水
）

ま
で

　

問
合
せ
／
農
水
産
課
（
☎
22

―
３
３
９
６
）

▲このマークとのぼり旗が目印

た
て
や
ま
の
旬
を
味
わ
っ
て

『
館
山
市
地
産
地
消
推
進
店
』

「
ち
ば
の
直
売
所
フ
ェ
ア
」
を
開
催

▲こののぼり旗が目印

―
農
水
産
物
直
売
所
か
ら
元
気
を
発
信
―

　

11
月
は
「
動
物
に
よ
る
危
害
防

止
対
策
強
化
月
間
」
で
す
。
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
、
動
物
を
適
正

に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

◎
犬
を
運
動
さ
せ
る
と
き
は
、
犬

を
制
止
で
き
る
人
が
短
い
綱
で
行

い
ま
し
ょ
う
。

◎
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

は
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

首
輪
な
ど
に
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防

注
射
済
票
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
ね
こ
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ

う
。

◎
飼
い
主
が
わ
か
ら
な
い
犬
や
ね

こ
に
、
む
や
み
に
え
さ
を
与
え
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
サ
ル
、
ヘ
ビ
、
ワ
ニ
な
ど
の
特

定
動
物
を
飼
う
場
合
は
、
保
健
所

の
許
可
が
必
要
で
す
。

◎
動
物
に
は
、
飼
い
主
が
わ
か
る

よ
う
、
迷
子
札
や
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
動
物
は
、
責
任
を
も
っ
て
最
後

ま
で
面
倒
を
み
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
／
安
房
保
健
所
（ 

☎
22
―
４
５
１
１
）、
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
４
７
６
―
93
―

５
７
１
１
）

動
物
に
よ
る
危
害
や

被

害

を

防

ご

う

海上技術学校で海校祭
　国立館山海上技術学校で、第 20 回海校祭（文化祭）を
開催します。詳しくはホームページ（http://www.tateyama.
mtea.ac.jp/）に掲載しています。
　日時／ 11 月 20 日（日）10:00 ～ 15:00
　内容／航海科・機関科作品展示販売、バザー、釣り堀、
模擬店、バンド演奏、小型教習艇による湾内クルーズなど
　問合せ／国立館山海上技術学校（☎ 22 － 1912）

▼市内のフェア参加直売所

直売所名称

南房総なのはな村

やさい新鮮組

とれたて市場　健人館

安房農業協同組合

JA グリーン館山店

館山船形漁協直営　

ふれあい市場

伊戸だいぼ工房

ふれあいショップ平砂浦

館山市相浜漁業協同組

合直売所「浜のいそっぴ」

ふれあい相浜

百笑園

グリーンセンター実土里

せせらぎ

電話番号

36－4017

24－9060

20－5227

29－1221

28－3111

27－3546

28－3200

090－4841－7620

22－5257

所在地

広瀬1,444

二子195－1

那古559

伊戸963－1

大神宮152－1

船形297－88

藤原837

腰越808

畑867－2

安布里448－1

船形297－88

相浜249

30－9211

27－4811

28－3035

ま
す
。
地
域
の
お
い
し
い
食
材

を
探
し
に
、
直
売
所
へ
出
か
け

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

問
合
せ
／
県
農
村
環
境
整
備

課
（
☎
043
―
223
―
２
７
８
２
）
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お 知 ら せ
　

木
更
津
・
館
山
人
権
啓
発
活

動
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

で
は
、
思
い
や
り
の
心
や
感
謝

の
気
持
ち
な
ど
、
広
く
人
権
尊

重
の
重
要
性
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
「
ヒ
ュ
ー

マ
ン
フ
ェ
ス
タ 

Ｉ
Ｎ 

南
房
総
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
11
月
20
日
（
日
）
午

後
１
時
～
午
後
４
時
15
分
（
正

午
開
場
）

　

会
場
／
南
房
総
市
白
浜
フ

ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル

　

内
容
／
人
権
作
文
表
彰
・
朗

読
、
落
合
恵
子
氏
（
作
家
）
に

よ
る
講
演
「
あ
な
た
が
輝
く
と

き
～
一
人
ひ
と
り
が
主
役
の
人

生
を
～
」、
荻
野
流
「
若
荻
会
」

に
よ
る
舞
踊
公
演

　

入
場
料
／
無
料

　

定
員
／
800
人
（
先
着
順
）

　

問
合
せ
／
南
房
総
市
市
民
課

（
☎
33
―
１
０
５
１
）

【消費生活についての相談はこちらまで】

千葉県消費者センター　 047-434-0999

相談時間 9:00 ～ 16:30（日・祝祭日除く )

市役所社会安全課消費生活相談窓口

　 25-5775

相談日　毎月第１・３木曜日　9:00 ～16:00

む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
「
完
全
無
料
」
を
う
た
う
サ
イ
ト

は
広
告
収
入
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
広
告
が
悪
質
な
サ
イ
ト

へ
の
入
り
口
と
な
っ
て
い
る
場
合
も

多
く
、
注
意
が
必
要
で
す
。

○
商
品
を
売
り
つ
け
よ
う
と
し
て

き
た
り
、
し
き
り
に
他
の
サ
イ
ト

に
誘
導
し
よ
う
と
し
た
り
す
る
人

は
、
何
か
悪
質
な
目
的
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
必
要
な
い
と
思
っ

た
ら
相
手
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

問
合
せ
／
社
会
安
全
課
（
☎
25
―

５
７
７
５
）

　

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
人
と
人
と
の
出

会
い
の
場
を
提
供
す
る
「
出
会
い
系

サ
イ
ト
」。
最
近
で
は「
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー

シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
）」
や
「
プ
ロ
フ
（
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
）」
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ

ト
も
出
会
い
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ

て
お
り
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
ネ
ッ
ト
上
で
友
人
が
で
き
る

こ
と
は
楽
し
い
も
の
で
す
が
、
ネ
ッ

ト
は
ネ
ッ
ト
の
世
界
だ
け
の
こ
と
と

割
り
切
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
実
際

に
会
う
か
ど
う
か
は
慎
重
に
判
断
し

ま
し
ょ
う
。

（
ト
ラ
ブ
ル
事
例
）

○
「
完
全
無
料
」
と
書
い
て
お
き
な

が
ら
登
録
す
る
と
料
金
が
発
生
す

る
。

○
退
会
の
申
請
を
し
て
い
る
の
に
、

ま
っ
た
く
受
け
付
け
て
も
ら
え
な

い
。

○
サ
イ
ト
で
知
り
合
っ
た
人
と
結
婚

を
考
え
て
お
付
き
合
い
を
し
て
い
た

が
、
お
金
の
相
談
を
さ
れ
て
貸
し
た

後
、
連
絡
が
と
れ
な
く
な
っ
た
。

（
ア
ド
バ
イ
ス
）

○
有
料
サ
イ
ト
に
入
会
す
る
際
は
、

利
用
規
約
や
契
約
条
件
を
慎
重
に
読

乳がん無料検診の日程が決定
　広報「だん暖たてやま」7 月 15 日号でお知らせした「乳
がん無料検診」の日程が、下記のとおり決定しました。検診
期間が変更になり、12 月から 2 月までになりましたので注
意してください。
　対象年齢の人には、乳がん検診受診票（無料クーポン券）
と案内文を送付します。
　問合せ／健康課（☎ 23 － 3113）

子宮がん（集団）検診の日程を追加
　子宮がん（集団）検診の日程に、１月 18 日（水）が追加
になりました。
　日程／① 12 月 16 日（金）9:30 ～ 11:00、13:00 ～
14:00 ② 1 月 18 日（水）13:00 ～ 14:30
　会場／コミュニティセンター　
　費用／頸部のみ 700 円、頸部・体部 1,500 円　　
※生活保護世帯の人は無料です。
※子宮がん無料クーポン券対象年齢（平成 2 年度、昭和 60
年度、55 年度、50 年度、45 年度生まれ）の人は無料です。
　まだ申し込んでいない人は、健康課へ連絡してください。
受診票は 12 月に送付します。
　問合せ／健康課（☎ 23 － 3113）

地
域
人
権
啓
発
活
動
活
性
化
事
業

ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ 

Ｉ
Ｎ 

南
房
総

医療機関
安房地域医療
センター

予約受付期間
12月1日（木）
～1月31日（火）
11月1日（火）
～12月30日（金）
12月5日（月）
～1月21日（土）

検診期間
1月4日（水）
～2月29日（水）
12月1日（木）
～2月28日（火）
1月11日（水）
～2月25日（土）

館山病院

亀田クリニック
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水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
業
務
用

の
「
は
か
り
（
計
量
器
）」
と

同
様
に
、
計
量
法
の
検
定
の
対

象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
水
道

メ
ー
タ
ー
の
有
効
期
間
は
８
年

と
定
め
ら
れ
て
い
て
、
有
効
期

限
前
に
、
新
た
に
検
定
に
合
格

し
た
メ
ー
タ
ー
と
交
換
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

三
芳
水
道
企
業
団
で
は
、
毎
年

10
月
下
旬
か
ら
１
か
月
間
、
交

換
の
対
象
に
な
っ
た
水
道
メ
ー

タ
ー
の
交
換
作
業
を
、
館
山
市

　

経
営
革
新
で
、
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
せ
ん
か
!!
中
小
企
業
の
経

営
力
向
上
の
ヒ
ン
ト
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。

　

日
時
／
11
月
17
日
（
木
）【
セ

ミ
ナ
ー
】
午
後
１
時
～
午
後
３

時
50
分
（
受
付
午
後
０
時
30
分

～
）【
交
流
会
】
午
後
４
時
～

午
後
５
時
30
分

　

会
場
／
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
菜
の

花
（
千
葉
市
中
央
区
長
洲
１
―

の
組
合
員
で
あ
る
水
道
工
事
店

が
分
業
で
行
い
ま
す
。
こ
の
交

換
作
業
の
従
事
者
は
身
分
証
明

書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
や
当

企
業
団
の
職
員
を
装
い
、
水

道
水
の
不
安
を
あ
お
っ
て
無
用

な
水
道
工
事
の
注
文
を
さ
せ
た

り
、
浄
水
器
な
ど
を
売
り
つ
け

る
悪
質
業
者
が
い
ま
す
。
当
企

業
団
で
は
、
浄
水
器
な
ど
の
販

売
は
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
。
不

審
な
場
合
は
当
企
業
団
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
三
芳
水
道
企
業
団

業
務
係
（
☎
22
―
３
７
８
２
）

　

参
加
費
／
【
セ
ミ
ナ
ー
】
無

料
【
交
流
会
】
３
千
円

　

申
込
方
法
／
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

申
込
締
切
／
11
月
14
日
（
月
）

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
〒
260
―

８
６
６
７　

千
葉
市
中
央
区
市

場
町
１
―
１　

県
経
営
支
援
課 

経
営
革
新
・
商
業
支
援
室
（
☎

043
―
223
―
２
７
１
２
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

043
―
227
―
４
７
５
７
、
Ｅ
メ
ー

ルc
-k

o
u

r
y

u
@

m
z
.p

r
e

f.

c
h

ib
a
.lg

.jp

）

11
月
は
労
働
保
険

適
用
促
進
強
化
期
間

　

労
働
保
険
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
の
総
称
で
す
。
労
働

者
を
１
人
で
も
使
用
す
る
事
業

主
（
農
林
水
産
業
の
使
用
労
働

者
５
人
未
満
の
個
人
事
業
を
除

く
）
は
、
労
働
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
は
、
働
く
人
が
労

働
災
害
を
被
っ
た
時
や
、
失
業

し
た
時
に
所
定
の
保
険
給
付
を

行
う
制
度
で
す
。
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
・
派
遣
労
働
者
に
つ

い
て
も
一
定
の
要
件
に
よ
り
雇

用
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
事

業
主
は
、
早
期
に
加
入
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
千
葉
労
働
局
労
働

保
険
徴
収
課
（
☎
043
―
221
―

４
３
１
７
）

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
に
協
力
を

ト
ッ
プ
を
走
り
続
け
る
企
業
た
ち

経
営
革
新
企
業
交
流
会
ち
ば
２
０
１
１

税理士による税金相談会
　千葉県税理士会館山支部では、予約制の無料
税金相談会を開催します。
　日時／ 11 月 15 日（火）、12 月 6 日（火）
各日とも 10:00 ～ 15:00
　場所／千葉県税理士会館山支部
　相談内容／税金全般に関すること
　予約・問合せ／千葉県税理士会館山支部　
担当：鈴木（☎ 23 － 4132）

事業協同組合等の設立無料相談
　千葉県中小企業団体中央会では、「事業者
で新たな受注を確保したい」、「脱サラ仲間で
ニュービジネスを始めたい」など、事業協同組
合や企業組合を設立することにより、それを実
現したいという人を対象に、無料で組合の設立
相談に応じています。
　相談・問合せ／千葉県中小企業団体中央会設
立相談室（☎ 043 － 306 － 3285）

水
道
管
工
事
協
同
組
合
に
委
託

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
交
換
す
る

水
道
メ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い

る
家
庭
や
事
業
所
に
は
、
事
前
に

チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

不
在
の
場
合
も
交
換
作
業
を

行
い
ま
す
。
な
お
、
水
道
メ
ー

タ
ー
の
交
換
は
無
料
で
す
。

■
訪
問
販
売
に
注
意
し
て

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
は
、

館
山
市
水
道
管
工
事
協
同
組
合

８
―
１
）【
セ
ミ
ナ
ー
】
３
階

菜
の
花
【
交
流
会
】
１
階
フ
ロ
ー

ル
　

内
容
／
経
営
革
新
優
秀
企
業

表
彰
受
賞
企
業
か
ら
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、特
別
講
演
「
東

京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
ゲ

ス
ト
サ
ー
ビ
ス
」、
情
報
交
換

会
　

定
員
／
【
セ
ミ
ナ
ー
】
150
人

【
交
流
会
】
80
人

※
先
着
順
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館
山
市
、
鴨
川
市
、
南
房
総

市
、
鋸
南
町
の
公
民
館
が
連
携

し
て
、
ふ
る
さ
と
安
房
に
つ
い

て
学
ぶ
「
見
た
り
・
聞
い
た
り

　

安
房
の
国
」。
３
回
目
の
今

回
は
鴨
川
市
で
開
催
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
「
広
域
水
道
と
鴨

川
市
の
水
瓶
・
保
台
ダ
ム
と
ダ

ム
周
辺
の
紅
葉
、
植
物
」
と
題

し
、
午
前
中
は
鴨
川
市
役
所
で

講
義
、
午
後
は
保
台
ダ
ム
と
ダ

ム
周
辺
を
散
策
し
ま
す
。

　

日
時
／
11
月
24
日
（
木
）
午

前
９
時
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

集
合
、
午
後
４
時
30
分
解
散

　

場
所
／
鴨
川
市
役
所
会
議
室
、

保
台
浄
水
場
、
保
台
ダ
ム
な
ど

※
移
動
の
際
は
市
生
涯
学
習
バ

ス
を
使
用
し
ま
す
。

　

講
師
／
角
田
敬
夫
氏
（
鴨
川

市
水
道
局
浄
水
係
長
）

　

服
装
／
歩
き
や
す
い
服
装
と
靴

　

持
ち
物
／
昼
食
、
飲
み
物
、

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

　

参
加
費
／
100
円
（
傷
害
保
険

料
）

　

定
員
／
25
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

　

申
込
締
切
／
11
月
16
日
（
水
）

　

申
込
み･

問
合
せ
／
中
央
公

民
館
（
☎
23
―
３
１
１
１
）　

有 
料 
広 
告

募 集

　地元の定置網で獲れたさまざまな魚を解剖
して観察します。身近な生き物から想像力を広
げる楽しい科学体験教室です。
　日時／ 12 月 4 日（日）13:00 ～ 16:00
　場所／お茶の水女子大学
湾岸生物教育研究センター

（香 11）現地集合・現地
解散
　内容／①魚を解剖して内
部を観察し、魚の暮らしか
たを考える。②ウニなどの
海の生き物の体が卵からど
のように出来上がるのかや、親とは姿かたちの
異なる幼生を顕微鏡を使って調べる。
　講師／清本正人氏（お茶の水女子大学准教
授）、服

はった

田昌之氏（お茶の水女子大学准教授）
　対象／小学校 3 年生から中学生とその家族
　定員／ 30 人（応募多数の場合は抽選）
　費用／ 1 人 100 円（傷害保険料）
　持ち物／筆記用具、子ども用上履き
　申込締切／ 11 月 25 日（金）
　申込み・問合せ／中央公民館（☎ 23 －
3111）

お茶の水女子大学と共催
大学ジュニアサイエンス講座

「海の生き物を科学する」
―解剖してわかる魚のくらしと
　顕微鏡でみる動物の体作り― 

紅葉茶会

平
成
23
年
度
安
房
地
方
公
民
館
連
絡
協
議
会
事
業

第
３
回
「
見
た
り
・
聞
い
た
り 

安
房
の
国
」

　日時／ 11 月 27 日（日）
10:00 ～ 15:00
　場所／城山公園茶室「雁月庵」
　料金／一服 300 円
　主催／館山市茶道連盟
　問合せ／生涯学習課

（☎ 22 － 3698）

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円



　応募資格／どなたでも応募できます。
　応募方法／応募用紙の場合は、必要事項を記入の上、環境課または市民課へ提出してください。はが
き、ＦＡＸ、E メールの場合は、名称、名称を付けた理由、氏名（フリガナ）、郵便番号、住所、電話
番号を記入の上、安房郡市広域市町村圏事務組合事務局まで送ってください。
　応募期間／ 11 月 30 日（水）まで
　選考方法／安房郡市広域市町村圏事務組合で選定
※応募は１人何点でも可。
※採用された名称に関する一切の権限は当組合に帰属します。
※応募のあった個人情報は名称決定までの審査、決定、発表
などのみで使用し、本人の許可なしに第三者に提供しません。
※採用者には記念品を贈呈します。（採用された名称の応募
者が多数の場合は抽選）
　結果発表／平成 24 年 4 月（予定）
　応募・問合せ／〒 294 － 0045　北条 420―4　安房郡
市広域市町村圏事務組合事務局事業係（☎ 22 － 5633、Ｆ
ＡＸ 23 － 9155、Ｅメール jimukyoku03@awakouiki.jp）
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平
成
22
年
４
月
の
供
用
開
始

か
ら
１
年
が
経
過
し
た
「
館
山

港
多
目
的
観
光
桟
橋
」
に
は
、

ク
ル
ー
ズ
船
、
自
衛
艦
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
船
舶
が
寄
港
・
接
岸

し
、
ま
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
行

わ
れ
、
観
光
客
や
釣
り
人
も
多

く
訪
れ
る
な
ど
、
そ
の
存
在
が

広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

現
在
、
桟
橋
の
た
も
と
で
は
、

平
成
24
年
３
月
の
完
成
を
目
指

し
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
を
合
わ

せ
持
つ
海
辺
の
交
流
拠
点
施
設

「〝
渚
の
駅
〟
た
て
や
ま
」
の
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、「〝
渚
の
駅
〟
た
て

や
ま
」
と
「
館
山
港
多
目
的
観

光
桟
橋
」
が
一
体
と
な
っ
た
活

用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の

「〝
渚
の
駅
〟
た
て
や

ま
」
の
供
用
開
始
に

あ
わ
せ
、「
館
山
港

多
目
的
観
光
桟
橋
」

が
た
く
さ
ん
の
人
に

親
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
愛
称
を
募
集

し
ま
す
。

　

愛
称
は
、
応
募
さ

れ
た
中
か
ら
、
愛
称

選
考
委
員
会
が
選
考

し
、
決
定
し
ま
す
。

　

応
募
規
定
／
応
募

資
格
は
問
い
ま
せ

ん
。
応
募
愛
称
は
１

人
１
点
の
み
と
し
ま

す
。

　

応
募
方
法
／
は
が
き
ま
た
は

応
募
用
紙
に
、「
愛
称
」
と
そ

の
愛
称
を
付
け
た
理
由
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
便
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
市
役
所
・
市

立
博
物
館
分
館
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
各
所
に
設
置
さ

れ
た
回
収
箱
へ
入
れ
て
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

※
決
定
さ
れ
た
愛
称
に
関
す
る

一
切
の
権
限
は
市
に
帰
属
し
ま

す
。

　

募
集
期
間
／
11
月
１
日
（
火
）

～
11
月
30
日
（
水
）

※
は
が
き
の
場
合
は
11
月
30
日

（
水
）
消
印
有
効
。

　

表
彰
／
採
用
作
品
の
応
募
者

に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈　

※
結
果
は
広
報
「
だ
ん
暖
た
て

や
ま
」、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
ま
す
。

　

応
募
・
問
合
せ
／
〒
294
―
０

０
３
６　

館
山
１
５
６
４
―
１

　

み
な
と
ま
ち
づ
く
り
課
「
桟

橋
愛
称
募
集
係
」（
☎ 

22
―
３

６
０
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24
―
２
４
０
４
）

「
館
山
港
多
目
的
観
光
桟
橋
」
の

　
　
　
　
　

 　

愛
称
を
募
集
し
ま
す

▲愛称を募集する「館山港多目的観光桟橋」

▲平成24年10月に完成予定の新火葬場

新火葬場の
名称を募集します

　安房郡市広域市町村圏事務組合では、南房総市山名地区（旧三
芳村）に建設中の新火葬場について、火葬場にふさわしい名称を
募集します。
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千
葉
県
生
涯
大
学
校
で
は
、
来

年
度
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
生

涯
大
学
校
は
県
内
に
５
学
園
６
校

舎
が
あ
り
、
市
内
の
人
は
南
房
学

園
に
通
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

資
格
／
県
内
に
住
む
60
歳
以
上

の
人
（
昭
和
27
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
）
で
、
学
習
成
果

を
地
域
活
動
で
役
立
て
る
な
ど
、

社
会
参
加
の
意
欲
が
あ
る
人

　

定
員
／
【
一
般
課
程
】
福
祉

科
70
人
、
生
活
科
30
人
、
園
芸

科
70
人
、
陶
芸
科
25
人
【
専
攻

課
程
】
陶
芸
専
攻
科
25
人

　

入
学
金
／
無
料

　

授
業
料
／
【
一
般
課
程
】
年

額
１
万
８
千
円
【
専
攻
課
程
】

年
額
８
千
円

※
実
習
の
教
材
費
な
ど
は
別
途

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

入
学
案
内
の
配
布
／
市
福
祉

課
、
南
房
学
園
事
務
局
、
県
高

齢
者
福
祉
課
な
ど
で
配
布
し
ま

す
。
郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、

返
信
用
封
筒
（
宛
名
を
記
入
し

140
円
切
手
を
貼
っ
た
角
２
封
筒
）

を
同
封
の
上
、
千
葉
県
生
涯
大

学
校
事
務
局
ま
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.

p
re

f.c
h
ib

a
.lg

.jp
/k

o
u
fu

k
u
/

jin
z
a
i/sh

o
u

g
a
id

a
ig

a
k
u

/

in
d

e
x
.h

tm
l

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

願
書
受
付
／
11
月
10
日
（
木
）

～
12
月
28
日
（
水
）
市
福
祉
課

ま
た
は
千
葉
県
生
涯
大
学
校
事

務
局
ま
で
。（
郵
送
の
場
合
は

12
月
28
日
の
消
印
ま
で
有
効
）

　

問
合
せ
／
〒
260
―
０
８
０
１

　

千
葉
市
中
央
区
仁
戸
名
町
666

―
２　

千
葉
県
生
涯
大
学
校
事

務
局
（
☎
043
―
266
―
４
７
０
５
）

募 集

生
涯
大
学
校
の
学
生
を
募
集

医
療
講
演
会

　館山病院が「地域住民の健康を守り、その幸せ
を願う」という理念の下、平成 15 年に開始した
医療講演会を今年度も開催します。申込みは不要
です。当日、直接会場に来てください。
　日程／表のとおり
　入場料／無料
　問合せ／館山病院広報委員会（☎22 － 1122）

日時／ 11 月 10 日（木）18:30 ～ 19:30
場所／真倉地区集会場
演題／「医食同源‥医より大事な日々の食事」
講師／大島博幸氏

（東京医科歯科大学名誉教授、館山病院総長）
定員／約 50 人
日時／ 11 月 22 日（火）18:30 ～ 19:30
場所／旧館山准看護学校
演題／「わかれば怖くない歯科治療」
講師／木村領太氏

（館山病院歯科口腔外科医師）
定員／約 100 人
日時／ 12 月 6 日（火）18:30 ～ 19:30
場所／長須賀中央ホール
演題／「脳の健康維持のために」
講師／菅沼康雄氏

（館山病院リハビリセンター長、脳神経外科医師）
定員／約 100 人
日時／ 1 月 19 日（木）18:30 ～ 19:30
場所／旧館山准看護学校
演題／「禁煙方法あれこれ！」
講師／佐藤猛

たけし

氏
（館山病院内科医師）
定員／約 100 人

1

2

3

4

「
だ
ん
暖
た
て
や
ま
」
に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

　

広
報
「
だ
ん
暖
た
て
や
ま
」
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

広
告
は
、
申
込
期
限
を
定
め
て
募
集
し
て
い
ま
す
が
、
広
告
の
枠
に

余
裕
が
あ
る
場
合
に
は
、
随
時
掲
載
す
る
広
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

市
内
全
世
帯
を
対
象
に
発
行
さ
れ
る
広
報
を
商
店
、
事
業
所
な
ど
の

宣
伝
・
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

だ
ん
暖
た
て
や
ま
へ
の
広
告

の
掲
載
は
１
号
単
位
で
、
広
告

の
大
き
さ
は
縦
45
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
、
横
85
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

色
は
黒
と
青
の
２
色
刷
で
す
。

１
号
に
掲
載
で
き
る
広
告
は
原

則
と
し
て
４
件
ま
で
。
応
募
が

４
件
を
超
え
た
場
合
に
は
、
市

の
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
、
掲

載
す
る
広
告
を
決
定
し
ま
す
。

■
広
告
掲
載
場
所
／
２
色
刷
り

ペ
ー
ジ
の
下
２
段

■
広
告
料
／
１
号
１
件
に
つ
き

８
千
円
（
市
外
の
事
業
者
に
つ

い
て
は
５
割
増
し
）

※
現
在
、
平
成
23
年
４
月
１
日

号
ま
で
の
申
込
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
す
る
場

合
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
広
告
の
内
容
な
ど
に
よ
り
、

掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
応
募
の
方
法
や
広
告
原
稿

の
作
成
方
法
、
提
出
方
法
な
ど

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
2

.c
ity

.ta
te

y
a
-

m
a
.c

h
ib

a
.jp

/

会社のＰＲや商店の売り出

しなどに「有料広告」をご

利用ください。

８５ミリメートル

45
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

　

問
合
せ
／
秘
書
広
報
課
（

22
―
３
１
２
１
）
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５
回
目
の
今
回
は
、
地
域
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
情
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

や
施
設
職
員
と
、
意
見
交
換
や

情
報
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
11
月
18
日
（
金
）
午

後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
（
受

付
午
後
１
時
～
）

　

場
所
／
湊
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

　

対
象
／
家
族
介
護
を
し
て
い

る
人
、
ま
た
は
経
験
し
た
人

　

申
込
締
切
／
11
月
14
日
（
月
）

※
館
山
駅
～
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
間
の
無
料
送
迎
バ
ス
を
用

意
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、

必
ず
申
込
み
を
し
て
、
当
日
午

後
０
時
50
分
に
館
山
駅
西
口
に

集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
規
参
加
の
人
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、

み
ん
な
と
話
を
し
て
気
分
転
換

し
、
元
気
に
介
護
を
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
た
て
や
ま

（
☎
25
―
７
１
９
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

25
―
７
１
９
２
）

　散歩時に犬が前を歩いて引っ張られる、
無駄吠えが多い、かみ癖があるなどで困っ
ている飼い主の皆さん、安房健康福祉セ
ンター（安房保健所）主催の教室に、ワ
ンちゃん同伴で参加しませんか？
　日時／11月13日（日）13：00～16:00
　会場／南房総市白浜公民館前駐車場
※自家用車で来場してください。
　定員／ 20 組
　持ち物／首輪、引き綱（リード）、ごほ
うび用のおやつ
　参加費／ 1 組 3,500 円（テキスト代、
保険料など）
　申込み・問合せ／安房保健所（☎ 22 －
4511）

ワンちゃんと一緒の
犬のしつけ方教室

介
護
家
族
会
の
つ
ど
い

◆10月27日から11月９日は「読書週間」です
　「読書週間」は、昭和22年、まだ戦火の傷跡が至るところに残っている

とき、「読書の力によって、平和な文化国家をつくろう」と出版社、取次会社、

書店と公共図書館が力を合わせ、さらに新聞・放送のマスコミ機関の協力

のもとに第１回が開催され、読書の楽しさを訴えることで、すべての世代

の人たちが本に親しむきっかけをつくりたいと続けられてきた運動です。

第65回となる今年の読書週間の標語は「信じよう、本の力」。文学だ

けでなくさまざまな事柄が本になっています。図書館にある本の中から、

この秋、気になるジャンルの一冊を手にとってみませんか。

●今月のおすすめ　～館山ゆかりのもうひとりの「アオキシゲル」の本
 　先月、布良での体験から『海の幸』を描いた画家「青木繁」の本をご紹介しましたが、館山にはもう一人「アオキシゲル」

という名にゆかりの深い人物がいます。本だけでなくラジオドラマなどで「おらぁ、三太だ」と戦後の子どもたちに明るい

希望を与えた『三太物語』の作者で、児童文学者の「青木茂」です。

  青木茂（1897－1982）は、子どもの頃転地療養した館山へ昭和 34 年（1959）に移り住み、釣りやヨットを楽しみ

ながら創作活動を行っていました。館山の海と自然、そして人をこよなく愛した青木茂の図書や台本などの遺品は、ご遺

族から館山市図書館へ寄贈され、「青木茂文庫」として保存されています。来年は青木茂が亡くなって 30 年。彼をしのび、

「三太物語」にも描かれた館山の美しい自然に思いを馳せてみてはいかがでしょうか。

「三太のテント旅行」青木茂 著 ／ 学習研究社

　※三浦三崎と北条館山の海岸でキャンプした三太たちのゆかいな騒動を描きます。

「小説 三太物語」青木茂 著 ／ 光文社

　※昭和 26 年に出版されたものの完全復刻版です。解説は大佛次郎。

 ◆上記２点は貸出ができます。ほかにも貸出できる資料がありますのでお問い合

わせください。

　 また、「青木茂文庫」所蔵の資料は書庫内のため、ご覧になりたい場合はお尋

ねください。

11月の休館日　
11/7、14、21、25、28図書館だより 73 館山市図書館（ 22－ 0701）

11月のおはなし会・わらべうたの会
児童向け 11/5､12､19､26 (14:00から) 

幼児向け 11/4　(10:30から) 

わらべうたの会 11/11

　　　　　　　(10:30からと11:00から)
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「
作
品
は
結
果
。
作
品
を
創
る
過
程
で
の

出
会
い
や
人
と
の
『
縁
』
が
大
切
」
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井
上
文
太
（
本
名
隆た

か
ほ保

）
さ
ん
は

大
阪
梅
田
の
出
身
。
20
歳
の
時
、
画

家
金
子
國く

に
よ
し義

氏
に
弟
子
入
り
し
、
都

内
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
10

年
前
『
落
ち
着
い
た
環
境
で
絵
を
書

き
た
い
…
そ
れ
な
ら
大
好
き
な
海
の

近
く
が
良
い
』
と
考
え
、
館
山
市
に
。

「
千
葉
県
内
を
探
し
続
け
て
、
一
番

き
れ
い
な
海
に
巡
り
合
い
ま
し
た
」

と
、
に
っ
こ
り
。
自
身
の
ブ
ロ
グ
に

も
、
い
ろ
い
ろ
な
表
情
の
海
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
画
を
は
じ
め
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
デ
ザ
イ
ン
や
空
間
美
術
な
ど
、

多
方
面
で
活
躍
。
平
成
21
年
か
ら
22

年
に
か
け
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ

た
連
続
人
形
活
劇
『
新
・
三
銃
士
』

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
務

め
、
第
36
回
放
送
文
化
基
金
賞
番
組

部
門
の
美
術
賞
を
受
賞
。
現
在
は
京

都
妙
光
寺
の
障
壁
画
の
制
作
に
携
わ

る
な
ど
、
多
忙
な
毎
日
で
す
。

「
作
品
は
子
ど
も
の
よ
う
。
自
分

か
ら
離
れ
て
い
く
の
は
淋
し
い
け

れ
ど
、
あ
く
ま
で
も
『
物
』。
作
品

は
結
果
で
あ
り
、
創
る
過
程
で
の

出
会
い
や
人
と
の
『
縁
』
が
大
切
。

そ
れ
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
後
、
宮
城
県

仙
台
市
や
岩
手
県
大
船
渡
市
の
保

育
園
な
ど
を
訪
ね
、
約
300
人
の
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
絵
を
描
き
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
で
自

分
が
役
に
立
つ
こ
と
を
教
え
ら
れ

た
そ
う
で
す
。

「
幸
せ
の
価
値
観
が
す
べ
て
『
物

質
』
と
な
っ
て
い
る
今
、
本
当
に
大

切
な
事
は
何
か
を
大
人
が
伝
え
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
自
然
を
守

る
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す

る
…
先
人
た
ち
の
教
え
を
、
次
の
未

来
へ
つ
な
ぐ
の
は
自
分
た
ち
の
役

割
。
今
一
番
大
切
な
こ
と
が
、
こ
の

街
に
は
残
っ
て
い
る
。
自
分
の
仕
事

が
、
ぶ
れ
ず
に
や
っ
て
い
ら
れ
る
の

も
、
こ
の
館
山
の
空
気
感
の
お
か
げ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
、
端
然
と
語

る
井
上
さ
ん
で
し
た
。

小
網
寺
の
密
教
法
具

う
。
小
網
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
法
具
も
、
審
海
や
そ
の
周
辺

の
僧
侶
に
よ
っ
て
、
持
ち
込
ま

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

五ご
こ
れ
い

鈷
鈴
の
造
形
は
、
鈴れ

い
し
ん
ぶ

身
部
に

梵ぼ
ん
じ字

や
蓮れ

ん
げ華

唐か
ら
く
さ草

文も
ん
よ
う様

を
施
す
点

や
、
五
鈷
の
張
り
が
弱
い
点
な
ど

が
、
鎌
倉
・
極
楽
寺
に
伝
わ
る
建

長
７
（
１
２
５
５
）
年
銘
の
五
鈷

鈴
に
似
て
い
ま
す
。
審
海
を
称
名

寺
開
山
に
推
薦
し
た
の
は
極
楽
寺

の
忍
性
で
あ
り
、
そ
の
後
の
称
名

寺
と
極
楽
寺
の
関
係
を
考
え
合
わ

せ
る
と
、
こ
の
二
つ
の
五
鈷
鈴
は
、

同
じ
系
統
の
工
房
で
作
ら
れ
た
可

能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
称
名
寺
（
金
沢
文
庫
）

に
は
、
小
網
寺
の
密
教
法
具
と
同

じ
よ
う
に
「
金
澤　

審
海
」
の
銘

が
あ
る
密
教
法
具
や
鈸ば

っ
し子

が
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
豊
房
地
区
の
出い

で
の
お

野
尾
に
あ

る
小こ

あ
み
じ

網
寺
に
は
、
前
回
ご
紹
介
し

た
梵

ぼ
ん
し
ょ
う

鐘
と
と
も
に
、
鎌
倉
と
の
仏

教
文
化
交
流
を
示
す
文
化
財
が
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
千

葉
県
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
密み

っ
き
ょ
う
ほ
う
ぐ

教
法
具
で
す
。

　

密
教
法
具
と
は
、
護ご

ま摩
や
灌

か
ん
じ
ょ
う

頂

な
ど
密
教
儀
礼
で
使
用
さ
れ
る
も

の
で
す
。
現
在
21
点
が
現
存
し
て

お
り
、
鎌
倉
時
代
に
製
作
さ
れ
た

も
の
で
す
。
い
ず
れ
も
金
銅
製
の

法
具
で
、金こ

ん
ご
う
ば
ん

剛
盤
の
底
面
に
は
「
金

澤
寺　

審
海
」
と
、
羯か

つ
ま
だ
い

磨
台
の

底
面
に
「
金
澤　

審
海
」
と
の
陰

刻
が
あ
り
、
も
と
は
金か

ね
さ
わ沢

称
し
ょ
う
み
ょ
う
じ

名
寺

開か
い
さ
ん山

・
審

し
ん
か
い
し
ょ
う
に
ん

海
上
人
が
所
持
し
て
い

た
法
具
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
明
確
な
伝
来
時
期
は
不

明
で
す
が
、
称
名
寺
が
房
総
半
島

に
所
領
や
末
寺
を
持
っ
て
い
た
中

世
の
あ
る
時
期
に
、
小
網
寺
へ
と

伝
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

審
海
上
人
（
妙

み
ょ
う
し
ょ
う
ぼ
う

性
房
）
は
、

律
宗
を
再
興
し
た
奈
良
西
大
寺

叡え
い
ぞ
ん尊

の
弟
子
で
、
鎌
倉
極
楽
寺

の
忍

に
ん
し
ょ
う性

の
後
輩
に
あ
た
り
ま
す
。

文
永
４
（
１
２
６
７
）
年
、
下し

も
つ
け野

薬や
く
し
じ

師
寺
か
ら
称
名
寺
の
開
山
に

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
称
名
寺
に
伝

え
ら
れ
た
聖

し
ょ
う
ぎ
ょ
う

教
『
求ぐ

も
ん
じ

聞
持
口く

け
つ決

』

に
は
、
審
海
が
文
永
４
年
３
月

に
、
安
房
の
清せ

い
ち
ょ
う
じ

澄
寺
で
書
写
し

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
「
虚こ

く
う
ぞ
う

空
蔵
求
聞
持
法
」
に

関
す
る
文
献
で
、
当
時
、
清
澄

寺
は
そ
の
聖
地
と
さ
れ
て
お
り
、

審
海
は
こ
こ
を
訪
れ
、
虚
空
蔵
求

聞
持
法
を
修
し
、
関
連
す
る
聖

教
を
書
写
し
て
い
た
の
で
し
ょ

シ
リ
ー
ズ

中
世
の
安
房
と
鎌
倉
⑧

▲被災地の子どもたちと、支援に携わるみんなを
　笑顔でつなぐ『わらいねこ』を作成中

▲羯
かつま

磨・羯
かつまだい

磨台

▲独
とっこしょ

鈷杵・五
ごこしょ

鈷杵・五
ごこれい

鈷鈴

　・金
こんごうばん

剛盤

市
立
博
物
館
の
休
館
日

11
月
７
日
、14
日
、21
日
、28
日


